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わち、哲学はだからまず初めは自分のものではなかった分野の上に、ある領域を築かなければならない。その歩みは非基礎づけ的である。哲学は自らの対象を問う他の学問の実証的能動性を問うというやり方を通してしか対象をしっかり把捉でき い。哲学 このようにあらゆる形式の超越論的アプローチ 拒否することによって特徴づけられる。52
しかしそれならば何が単純な「メタ理論的」反省から哲学を区





























































































































































































































えカンギレムが遺伝情報に、細胞構築やさ には多細胞生物の発生をも理解するための本質 役割をみていた ても、遺伝情報は、 本質的に偶然」にとどまるゆえに、「概念に」対立 なければならない 進化という事象それ自体をまったく説明できない。しかし たとえ苫お年のテクストに立ち返った しても、こ 読解は弁護の余地がない。実際、著者は何と言っていたのだろうか?(2)
「生命は生命がそこで可能になる諸条件と無関係ではない。生命は
極性であり、そのこと自体で価値の無意識的定立であり 要する 生命は事実において規範的行為である。規範的ということで哲学 おいUま
一つの規範に比して事実〔事象〕を評価もしくは形容する判断のす










実と諸価値の聞の対立にとどまることのみが重要なわけでばない。この対立は、人間的意識はもはや自然的現象の世界ではない意識固有の世界にある、と思わせるような何らか 対立である。規範性はだから何らかの規範的でアプリオリな判断 特性ではありえないだろう。つまり諸現象の自然性から離在する実体的な形而上学的主体 特性ではありえ い
そして規範性がそのようなものではないのは、〔次の〕文章に
見られるような中心 な理由のせいである。規範性 単な 体験された特性などではなく、まさしく生命それ 特徴なの ある。規範 は
「価値の無





























































もある。生命でないものは、したがって生命の一部をなす。そうしてわれわれは健康でありえるために病気にかからなければならない。健康はもはや病気の不在ではなく、病気がとりうるあらゆる形態のもとで病気を乗りこえる能力 あ 。 の反対はだから何 でも いわけではない。そ 否定 るが無で い。したがって病気はまったく別の形態でなければならない。別の「生の有り様(色耳切)」でなければならない。それゆえそこに、現実の核心に、 的なものの存在論がある。その存在論はわ に、不変項に基づいてヴアリエ
l
シヨ
ンを単純な物理学的分析にかけることで生命的なも を取り戻そうとすること 禁じる。この存在論 決してカンギレムの思想から完全 消え去ったりはしない。たとえ、
1960
年代に出現した遺伝情報という強




























































るのだろう。血糖の変動はもはや無視できる 純で些細な撹乱で なく、そ 計算が考慮に入 なくてはいけない標準偏差になるだろう。やはり健康と病気 いう質的に対立する二つの状態の閣の量的連係を明確にすることは可能であろ 。ヴァリエーションや「異常 」状態は意味では今や計算の一部を成 いるのだろう。分散なき期待値はぃ。不安定〔ゆらぎ〕なき統計的安定性はない。したがって健康 き病気もまたない。われわれは、
フランスの哲学者〔カンギレム〕が科学的




























である。味で逆に、すなわち、リスト化された糖尿病の型のどれかが現れていないとしても、血糖値は増大しうる。もフと先に進もう。もし腎臓が血液に押し流された不純物を鴻過するのに大変役立つとしたなら、如何にして血糖値が増加することなしに、尿中に過度の糖、かありえることを理解すればよいのか? かしながらしばし以下のことを認めてみよ っまり、健康は生理学的恒常性の平均 におけ 生命であろうということと、病気はパラメータ化可能な標準偏差でしかないであろうということをである。根本的で概念的な問題が生じ 。それはベルクソンによって一八八九年に突きとめられた、物理学者によって測定された時間と、意識によって生きられた持続とのあいだの関係に関する問題に酷似した間題である。健康は如何にして規範的概念であると説明できる であか?生理学者の言説において結局容認できないこ は と標準偏差として 体を取り扱うこ ではなく、平均を正常状態 考え 標準偏差を病的状態と考え ことである。如何なる名辞のもとに、平均的な行動は正常であると考えられるの ろうか。フランス 哲 者〔カンギレム〕がここ ベルナ
l
ルを非難していること、それは概念的な滑りで
ある。その滑りは記述的ーーさ は説明的||言語活動から規範的言語活動へ如何なる 当化もなしに自 を移行させ ことであ 。こ 滑りと連動して、||前提となるーーム即題があ 。その命題 よれば、健康な状態はまた理想的 状態でも 。また、病気はそうした理想から
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らないのだろうか?カンギレムが〔対立に〕肯定的な答えをしがちであるということを否定しても無駄であろう。おそらくこれは彼の論証の弱点である。たとえ実際に両者を対立させ 自分 原則にもとる行為をすることになる。 いうのも、完全に自分固有の分野 うちで構成されうる哲学的反省 どないからである。価値論的観点からしても、生命の形而上学の視点からしても、規範的なものの分野はしたがって完全に哲学に固有ではないだろう この大原則を問いなおすことなしに、規範的なもの ついての基礎づけ的で超越論的なパ
l
スペクティヴはありえ

























の科学」としての生理学 新たな形式の誕生を禁ずることはない。新たな斥力的恒常性が、堅牢性を守りながらも可塑性 失っているシステムとともに諸規範を変化させる適性と関係していると感じられ 。このような可塑性と堅牢性の概念によって生理学的恒常性を特徴ゃつけることはそれゆえ、「腎臓の関値」
2N
お)が実在することの確認と関係しうる。







予期していたことが称賛されなければならない。多くの強情な精神、か、いまなお科学の世界と今日の科学認識論の世界のなかでの運動を結びつけるのをためらう状況にあって、それを予期していたのである。フランスの哲学者〔カンギレム〕は否定しょうもなく生気論者である 彼、かそれを願うことで要請はしているが決し 名づけ のな 生命的規範性の形而上学が、哲学と 聞の有名な「境界区分線」 一つを導入するところの意味で 生気論者である。彼の思想にお 初発 運動はすべて、むし 哲学的反省を決して自らに対して一致することのない超克の思想にする とであると う、そこのところ 〔生気論者〕である。そしてそれゆえ本質的に、その初発の運動が構成されるため 実証
しかしわれわれは哲
的学聞を必要と るというところも うである。学の分野にベルクソンに比しても根本的な前進が生じ いるのを見 いる。まさにカンギレム固有の生命の概念が だ。しか 、そ 概念はもはや実体論的意味を有してはいない。少なくとも『正常 異常』では有していない。生命は実際
il
思い出したいのだがーーその存在とそ
の行動の閣の不一致という単純な意味で規範的な ではない。す に非常に重要な第一 点かもしれない というのもそのこ が、生命はこ世界のも であり、物理学的世界のなかにある、
もうひとつの別の世界
























しかない。生命は、著しく逆説的で前代未聞の命題をわれわれへとさらに少 だけ歩み寄らせる。いうなれば、それ 単に世界における諸々の出来事なのではなく、まさ く常に同時に一つの出来事である世界そのものである。以下を断言しておこ 。卓越した意味での形市上学カンギレムを通ってシモンドンとドゥルーズ いたるま のこ
O
世紀フ
ランス思想 力強い流れがまわってい
